
令和３年４月１５日（木）

山本一太群馬県知事

定例記者会見



本日の主な項目

◯新型コロナ 対策本部会議の結果

◯豚熱（CSF）の対応状況

◯愛郷ぐんま 日帰りキャンペーン



警戒度の判断

警戒度３

上記以外の市町村警戒度２

前橋市・伊勢崎市・
太田市・大泉町

【適用期間：4/17(土)～4/30(金)】



不要不急の

十分注意
◆ ３密となるリスクの高い店舗や場所

◆ 高齢者・基礎疾患者（不要不急の外出）

警戒度 ３
【 前橋市・伊勢崎市・太田市・大泉町】

県 民 の 皆 さ ま へ の 要 請
警戒度 ２
【 他３１市町村 】

全市町村共通

自粛
◆ 感染防止対策が取られていない場所

◆ 高齢者・基礎疾患者（不要不急の外出）

◆ まん延防止等重点措置の対象都府県への不要不急の往来は 極力控える
（宮城、東京、京都、大阪、兵庫、沖縄）

◆ その他感染が拡大している都道府県※への移動は 特に慎重に
（北海道、山形、茨城、栃木、埼玉、千葉、神奈川、長野、愛知、滋賀、奈良、和歌山、岡山、徳島、愛媛）

※直近１週間の感染者数が人口10万人あたり10人以上の都道府県（関東地方では５人以上）



不要不急の

◆ 業界ガイドラインに基づく適切な感染防止対策の徹底及び明示
◆ 時差出勤等の推奨

全市町村共通

◆ テレワーク３割目標

◆ 高齢者施設や病院等での
直接面会は十分に注意

警戒度 ３
【 前橋市・伊勢崎市・太田市・大泉町 】

警戒度 ２
【 他３１市町村 】

◆ テレワーク５割目標

◆ 高齢者施設や病院等での
直接面会は禁止

事 業 者 の 皆 さ ま へ の 要 請



新規感染者数の推移
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項目 基準の内容 現在値
(4/14)

前回値
(4/7)

前々回値
(3/31)

ڭ

૎
ഉ
૾
ய

(1)新規感染者数 1日平均 ２０人 29.9人 21.3人 19.7人

(2)経路不明の感染者数 全体に占める割合 ５０％ 32.1% 38.3% 28.3%

(3) 検査の陽性率 平均 ７％ 5.1% 3.5% 3.5%

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。
※(1)～(3)は1週間の移動平均。新規感染者は、公表ベース です。

警戒度移行の判断基準 ＜客観的な数値：感染状況＞



新規感染者の状況（年代別）

１週間（ 4/8～4/14 209人) 【参考】１か月（3/15～4/14 672人）
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新規感染者の状況（推定感染経路別）

１週間（ 4/8～4/14 209人) 【参考】１か月（3/15～4/14 672人）
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項目 基準の内容 現在値
(4/14)

前回値
(4/7)

前々回値
(3/31)
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(1)重症例への
診療体制

①人工呼吸器使用
（74台中）

１／２
（38台）

6台 4台 3台

②うちＥＣＭＯ使用
（12台中）

１／３
（5台）

1台 0台 0台

(2)病床の稼働率
感染者用 確保病床の稼働率

（422床中）

警戒度４ ７０％以上

警戒度３ ４０％以上

警戒度２ １５％以上

警戒度１ １５％未満

21.1% 22.7% 22.0%

૞

અ

宿泊療養施設の
稼働状況

軽症者用 宿泊療養施設の
入居者数（938室中）

ー 123人 85人 68人

※各判断基準は、現状の医療提供体制を逼迫させないことを基にしているため、今後の体制整備の進展に合わせ、基準も変動します。

警戒度移行の判断基準 ＜客観的な数値：医療提供体制＞



【保健所管内別】10万人当たりの新規感染者数

２人／日以上

１～２人／日未満

0.5 ～ １人／日未満

０.１人／日未満

0.1 ～ ０.5人／日未満

保健所名 ( 管轄 ) 新規感染者

富岡保健所管内
( 富岡市・甘楽郡 )

3.3人／日

館林保健所管内
（館林市・邑楽郡）

2.8人／日

太田保健所管内
（太田市）

2.4人／日

前橋市保健所管内
( 前橋市 )

2.2人／日

伊勢崎保健所管内
( 伊勢崎市・佐波郡)

2.0人／日

安中保健所管内
（安中市）

0.7人／日

高崎市保健所管内
( 高崎市 )

0.6人／日

桐生保健所管内
( 桐生市・みどり市 )

0.4人／日

藤岡保健所管内
（藤岡市・多野郡）

0.2人／日

渋川保健所管内
( 渋川市・北群馬郡 )

0.1人／日

吾妻保健所管内
( 吾妻郡 )

0.0人／日

利根沼田保健所管内
( 沼田市・利根郡 )

0.0人／日

直近１週間（4/9～4/15）



対 象

入所施設の職員に対するスクリーニング検査

から実施4/1６ 金

伊勢崎市、太田市、大泉町の

高齢者・障害児者入所施設の職員

“ 高齢者・障害児者入所施設における感染対策強化 “

◆施設における抗原定性検査



豚熱発生農場の防疫措置

４月８日殺処分終了 １０,２０７ 頭

防疫措置は明日16日中に完了見込

国、自衛隊、市町村、他県、ＪＡグループ、建設業協会、
トラック協会、バス事業協同組合、民間防疫業者、県職員

防疫措置の作業従事者数 ３,８２８ 人



農場周辺は雑木林

農場には金網フェンス

農場から半径約２km圏内４地点で感染イノシシ確認

農 場

概 況

各豚舎での作業着及び手袋交換、手指消毒の未実施

豚を豚舎間で移動する際の通路消毒の未実施

子豚の移動用コンテナの使用毎の洗浄・消毒の未実施

衛生管理の

不備

豚熱疫学調査チームの現地調査概要



４月２日の豚熱発生を踏まえた緊急対策

Ⅰ
緊急対策

飼養衛生管理基準の遵守徹底

Ⅱ
緊急対策

野 生 イ ノ シ シ 緊 急 対 策

Ⅲ
緊急対策

効 果 的 な ワ ク チ ン 接 種



○ 農場・豚舎出入口の消毒・農場周囲への消石灰散布

○ 防護柵の補修・防護柵周辺の除草

○ 早期発見・通報の再徹底

○ 家畜防疫員による点検・指導の強化

チェックシートを全農家に送付済み

回答結果に基づく各農場への助言・指導

業務効率化のために順次デジタル化（アプリ開発）

緊急自己点検（４月22日までに報告）

Ⅰ 飼養衛生管理基準の遵守徹底



養豚の盛んな地域を「緊急捕獲エリア」に設定

エリア内に「通報システム付きくくりわな」を重点的に配備

※デジタル化を至急実施

イノシシ有害捕獲奨励金の引き上げ

緊急捕獲エリアの集中捕獲

○野生イノシシの豚熱感染状況のモニタリング強化

○経口ワクチンの効果的な散布

Ⅱ 野生イノシシ緊急対策



日齢に応じた適期接種の徹底（月２回以上）

知事認定獣医師も含めた接種体制の早期確立

効果的なワクチン接種の実現

徹底した感染リスクの軽減

Ⅲ 効果的なワクチン接種



愛郷ぐんまプロジェクト 日帰りキャンペーン

４月17日（土）開始予定 ※事業実施は、予算案の成立が前提

１人当たり 5,000円を補助（税込1万円以上のツアー）

旅行会社が販売するバスツアー・体験型企画等
※割引後の価格で、各旅行会社において販売

県民限定 ニューノーマル
対応

感染症対策
徹底

【 条 件 】



愛郷ぐんまプロジェクト 利用実績（速報値）

約2万１千人泊

利用実績

3/26 金
FRI 4/1 木

THU
集計期間

（第１弾同時期の2.3倍）



グローバル始動人育成プロジェクト
～ 世界で活躍する「始動人」を育成 ～

◆ 英語によるセミナー
◆ 国内外で活躍する社会人との交流
◆ 地域の方との交流や伝統文化の体験 など

グローバル始動人サマーキャンプ

4月18日 公開

“ ＨＬＡＢ ” のＨＰ

対 象

高校生

スタート

8月14日～

期 間

6泊7日

場 所

四万温泉

“ 世代と国境を越えて学ぶ ”
PROGRAM ＨＰ



県立県民健康科学大学の国家試験の結果

100％ 100％ 100％

97.4％ 83.0％95.4％
R2

全国平均

２年連続合格率１００％達成

R2
全国平均

R2
全国平均




